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章前文 (注1)では,「武道は, 日本古来の尚武の精神に由来 し,長い歴史 と社会の変
遷を経て,術から道に発展 した伝統文化である。かつて武道は,心技一如の教えに則
り,礼を修め,技を磨き,心胆を錬る修業道・鍛錬法 として洗練され発展 してきた。こ
のような武道の特性は今 日に継承 され,旺盛な活力と清新な気風の源泉 として 日本人
の人格形成に少なからぎる役割を果た している。」とい う説明がある通 り,精神の鍛錬





の修得 0洗練,それ 自体に価値を見出すようにな り,武術の「武芸化」とい う文化的価
値を創造 し,「武道」が 「わざ」や 「芸」とい う文化的価値の追求を通 して自己の心身







そ して,平成 18年に教育基本法が改正され,「伝統 と文化を尊重 し,それ らをはぐ
くんできた我が国と郷土を愛するとともに,他国を尊重 し,国際社会の平和 と発展に
寄与する態度を養 うこと.(教育の目標第二条,五)」 と明示 され,伝統と文化の学習が
重視 されるようになつた.それに伴い,学習指導要領も改訂され,各教科において伝統
と文化について学ぶこととなつた。「伝統と文化の尊重」とい う教育を行 うものとして ,
I 序章
保健体育科では,武道領域がその役割を引き受け,その機能は,武道の特性 として修養
主義的な価値に託 されている。そ して,学習指導要領においては,「ネLに始ま り礼に終
わるなどの伝統的な行動の仕方を自らの意志で大切にしようとすること (文部科学省 ,
2008)」と示 されているように,態度の内容 として,武道 と同様に,修養主義的な伝統



















て術理が体系化 されていることを示 した上で,①相手と正 しく正対すること,②相手



























しか し,それに対 して,次のような指摘もみ られる.
有山 (2012)は,教科体育 として扱 う武道に関 して,「自国の文化を学ぶ とい う掛け
声のもと,運動には直接関係のない道徳的規範や礼法の習得に体育教材 としての価値
や意味を安易に求める陰で,『柔道で何を身に付けさせるのか』とい う体育の学習内容
を問 う基本的な論議は置き去 りにされたままである」とし,これまで無 自覚であった






体的な 「行動の仕方」 との結びつきは何も示 されていない。」 と指摘 している。
このように,武道における修養主義が強調 される中,それに疑間を抱き,本来,武道









しか し,強調 されている修養主義的な価値の歴史は,およそ 100年とい うもので ,














切に しようとすることを示 している。そのため,相手を尊重 し,勝敗にかかわらず対戦

































を明 らかにした うえで,本研究の目的を示 した .
Ⅱでは,「ネL」,「ネL法」の歴史的発展 と本来的意味を明らかにするため,中国におけ
る「礼」の起源や変遷を示 した (第1節)。 次に,「ネL法」の歴史的発展 と日本オ リジナ
ルの「礼」,「ネL法」の本来的意味を明らかにするため,日本に伝来 した「礼」が,日本
でどのような役割を果たしてきたのかを示 し (第2節),「ネL」 の概念を生か して確立
された 「武家礼法」の歴史的発展 と,武家礼法の代表格である小笠原流について示 し
た。また,武家礼法の学校教育への導入についても示 した (第3節)。 最後に,第1節






を確立 した小笠原流礼法に着 目して行つた予備調査,それをもとに した仮説的構成概
念の検討,質問紙の作成,客観性の高い質問紙を完成 させるための トライアンギュレ
ーションの実施について示 した。第 5節では,調査対象者や調査方法,調査内容,統
計処理などの,調査の手続きを示 した.そして,「ネL法」の構成内容の分析結果 として ,
「礼法」を構成する因子の抽出と因子の命名,内的一貫性 (第6節)について示 し,そ
れ らを通 して武道授業における「礼」,「ネL法」について考察 した (第7節).
Ⅳでは,「ネL法」は,武道の動きや技にも生かされていると考えられることから,「ネL
法」は武道全般にかかわるものであると考え,武道の動きに関して示 した,柔道の技の
原理を証明 した 「柔の理」と「礼法」の関連を検証することとした (第1節)。 「柔の
理」と「礼法」相関関係を検証 し (第2節),相関関係の検証から,武道の動きと「礼

































陰陽五行は,「占い」 「暦法」「天文学」をはじめとし,「道徳」 「法律」 「医学」
「農事」まで,社会生活の全般にわたつていた。人間関係において,人々 が守るべき
一定のルールであつた 「礼」も,陰陽五行を生かしてできたもののひとつである (馬












































































































































































































































































































































稽古 日時は,毎月第 4土曜の 13時から16時である。
稽古内容は,まず,礼法の基本的な 6つの動きである「立つ,座る,歩く,お辞儀を
する,物を持つ,回る」を30分～1時間程度行つた後,お焼香の仕方や着物の着脱の
仕方 と畳み方,奥斗や水引の作 り方など, 日常生活 と結びつきのある動作や物の作 り
方・扱い方を稽古するとい うものであった。後者の稽古内容は,月ごとに異なるもので
あつた.季節の行事等がある場合は,それに合わせた稽古内容で,時と場に応 じて稽古
内容も変更されていた。以上のような稽古に参加 し,稽古を通 じて観察 したこと及び
体感 したことを記録 した。
また,より的を射た仮説的構成概念を設定するために,御宗家より小笠原流礼法や








表 2に示す通 りである。また,使用 した記述式質問紙は資料 1(54頁)に示す通 りで
ある。
表 1 参与観察実施の詳細














調 杏 を行 う
平成28年9月19日(月) 9日寺～ 12日寺 梨の木神社 ①礼法の基本的な動き②午後の萩まつりの段取り,稽古
平成28年10月29日(土) 13日寺～20日寺 梨の木神社 ①礼法の基本的な動き②翌日の七五三の段取り、稽古
表2 記述式質問紙調査の協力者
期 日 日時 場 所 協 力者
平 成28年7月23日 (十) !3時-16時梨 の 木 神 社 小 等 原 流 礼 法 門 人の20～60代男 女




























あらか じめ決定 しておき,それ らが時系列でどのように出現 したかを観察・記録する
方法を 「授業場面の期間記録法」 と呼び,授業場面を 「マネジメン ト」,「学習指導」,






区分 し,区分 した各学習場面 と仮説的構成概念を照 らし合わせながら尺度項 目を作成
し,著者が質問紙の原案を考案 した。各学習場面の内容は,以下の表 3に示 した。
表3 学習場面の内容
学習場 面 内 容
マネジメントクラス全体が移動,待機,班分け,用具の準備,休憩,などの学習成果 に直接つなが らない活動に充て られている場面 .
学習指導
教師がクラス全体の子 どもに対 して説明,演示,指示 を与える場面.子ども
の側か らみれば,先生の話を聞いた り,観察 した りす る場面.しか し,教師の
率間によって子 ど 1、の黒考活動が中心になる場合はAlに記録す る .
認 知学習 子ど1、がグループで話 し合ったり.学習カー ドに記入 した りする場而 .











者 (2名),武道 (貪1道)を専門とする体育教員 (1名),国語教員 (1名)である。上




小 計マネジメン ト 学習指導 認知学習 運動学習
臨機応変性 2項目 2項目 2項目 2項目 81頁目
セル フコン トロール 1項目 2項目 2項目 5項目 10]項目
実用性・機能性 2項目 1項目 2項目 2項目 7項目
同調 の意識 3項目 2項目 2項目 lI頁目 81頁目
小  計 8項目 7項目 8項目 10呼ミロ 33曜コロ
27
Ⅲ 「礼法」の構成内容の特定に関する検討
表 5 4つの仮説的構成概念 とそれ らを測定するための具体的な行動からなる質問
仮説的構成概念 学習
場面



































































































































































前項で示 した仮説的構成概念 とそれ らを測定するための具体的な行動からなる33項
目から,武道授業において礼法の定着度を評価する尺度を構成するために,以下の手
続きにより,質問紙調査を実施 した。使用 した調査用紙 (武道の「ネL法」に関する調査 )








有効回答数/今回答数 平均年齢 継続 年 数 平均 段 位
小笠原流礼法門人 28ノ/28 52.8 39.0
柔道高段者 138/152 52.4 39. 5.5
倹1道高段者 73ノ/104 51.2 38.8 6.2


















調査内容は,①フェイスシー ト (性別 。年齢・武道歴・段位),②学校体育の武道授
業において行われるべき,礼法にしたがつた行動に関する尺度 33項目によって構成 さ





て,最もあてはまると思 う番号 (1つだけ)に○をつけてください。」 と示 した .
31
「礼法」の構成内容の特定に関する検討














探索的因子分析 (主因子法 PrOmax回転)を試み,因子を抽出 したところ,3因子が最
も妥当であると判断 した。その際,因子負荷量が.40未満の 1項目を削除 した。その
後,因子数 3として,再度,探索的因子分析を行つた。その結果,全ての項 目において
因子負荷量 0。40以上を示 した .

























を正 1´くするように気をつ:サている. 0,62 3.660.56
動きやすいように,いつも稽古着や防具を正
1´く着用するように している. 0.59 3.890.33
































































ローした りしている_ 0.43 3.370.66
34
「礼法」の構成内容の特定に関する検討
第 1因子については,31「お じぎをする時は,相手のタイ ミングや呼吸に合わせる




自分 自身をコン トロールするとい う「セルフコン トロール」が必要であ り,その意識に
関するものであると解釈 したため,「意識の制御」 と命名 した。
第 2因子については,11「学習が効率よく進むように,学習カー ドや資料をまとめ
た り整理 した りするようにしている」や 12「話 し合いや学習カー ドに記入する時は ,
他のグループや仲間のペースに合わせようとしている」,5「先生が説明・演示をする時
には,大切なことや要点を聞き逃 さないように,メモ した り,写真や動画を撮つた りし
ている」など,動作を行 う上での判断に関する 8項目で構成 されている.誰に対 して
も,どのような場に対 しても、同じ行動をとるのではなく,相手やその場の雰囲気を読
んで,その場その場に適切な行動がとれるように,臨機応変に行動を判断 し,選択する
とい う共通性があると解釈 したため,「臨機応変なふるまい」 と命名 した。
第 3因子については,7「先生が演示する時には,見聞きしやすい場所に移動 したり,
姿勢を工夫 したりしている」や 8「先生の指示 。発間に対 して,自然に反応 した り返事
した りしている」,6「先生が説明・演示・指示の時には,私語 した り,よそ見をした り
しないようにしている」など,意識や判断を踏まえた行動に関する 5項目で構成 され
ている。これ らは,出来事に対する手立てを読み,どのような行動をとるのかとい うこ














が具体的に示されていることは少ない。よつて,「ネL」 や 「礼法」について論 じてきた
ことを踏まえて,武道授業で指導すべき「礼」,「ネL法」について考えたい。
Ⅱで述べたように,「ネL」 は,中国発祥の 「陰陽で調和をつくる概念」である。そ し









える際,戦闘のない現代において,「′いの教育」と切 り離す ことは難 しいだろう。なぜ




















に関わるコア概念 として広義に捉える。そ して,それを発展 させてつくられたのが日



















いる有山ら (2016)「『 柔の原理定着尺度』の開発を通 した柔道の学習内容の提示」の知
見を参考に,武道の動きと「礼法」の関連をみることとした。


















それによつて,「柔」とい う概念や 「柔の理」とい う思考様式が,自国の伝統的な考











「気息を外す動き」因子は,常に相手に対 して力で強圧的に対抗 した り圧倒 した り
するのではなく,「かわす」「そらす」など,相手との気力やパワーの衝突を避けながら
従順な動きを重視 して攻防するとい う特徴的な動きやテクニックに関わるものであ り,
「陰陽の使い分け」因子は,「相手が陰ならば陽 (陽ならば陰),動ならば静 (静ならば






法」の関連を検証 した。検証方法は,SPSS Statistics ver.19を使用 し,P arsonの
相関係数を算出することにより行つた。検証の対象については,有山ら (2016)の「柔
の原理定着尺度を構成するための調査」において,調査対象の一般人が 2.8前後の得
点を示 してお り,2.8以上の得点を示す と「柔」の傾向があると判断した。したがって ,
本稿Ⅲに示 した「武道における『 礼』の概念に関する調査」においての「柔の理」の得









































有山ら (2016)の「柔 理」の調査は,①柔道選手,②柔術修行者,③レス リング選




































そ して,武道の象徴 とされている「礼にはじまり礼におわる」とい う言葉は,「あい
さつにはじまりあいさつにおわる」のではない。「あいさつ」は前述 した「具体の行動」






















を行 う役割を果た している」 と示されているように,武道の修養主義を以てその存在






そ して,武道における修養主義が強調 されているが,修養主義 としての歴史は約 100






①武道の礼法が確立 した歴史的経緯,②日本独 自の考え方が含まれる武道固有の 「礼
法」の本来的意味,③伝統的な行動の仕方 としての「礼法」の構成内容を明らかにする
ことを通 して,教科体育の武道授業において学ぶ,伝統文化 と結びついた 日本固有の
「礼法」の捉え方を明示することを目的とした .
まず,「ネL」 は,中国において,陰陽五行 (以下,「陰陽」とする)から生まれた,生















「礼」の概念が 日本に入つて来てから, 日本では 「礼」の概念を生かした行動 とし
て実践 し,その行動は,武士のふるまいに特徴づけられるように,「動き方」,「使い
方」 とい う,「礼法」に則つたものであつた。「ネL法」は,言うまでもなく,「ネL」 の
概念をもとにしてお り,「陰陽で調和をつくるための行動の仕方」,つまり,「調和の




















































ると捉える (図3)。 そ して,「ネL法」を道徳ではなく,「意識の制御」,「臨機応変なふ
るまい」,「先を読む動き」に基づいた武道全般の動きや技,「日本 らしい動き方」など
の「調和の『 つくり方』」であると捉え直すべきである。それを踏まえた上で,態度の
みならず,武道授業全体を通 じて 「礼法」を学習 していくことが極めて重要である。

















http://www.nipponbudokan.or.jp/shinkoujigyou/kenshou   (閲覧 日 : 平成 28年
12月25日)
。湯浅 晃 (2011)『武道伝書を読む』いベースボール・マガジン社,p.43










0菅野 純 (2011)『武道 子どもの心をはぐくむ』腕ベースボール・マガジン社 ,
p.20-23
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兵庫教育大学大学院 竹 内 友季子
(1)性別 : 男 ・ 女





































年・   段
年・   段
年・   段
※該当する方だけ記入してください
4.小笠原流礼法修行歴:      年
<注意事項>































































































































































































番号 回  答
1
相手が闘志満々なら、
負けずに闘志を燃やす 4 0 2  1逆に冷静になる
番号 回  答
1
相手が闘志満々のときには、
負けずに闘志を燃やす 4321 逆に冷静になる
2
強い力に対しては、
すかしたりそらしたりする 4321 より強い力を出そうとする
3
素早く動く相手には
より素早く動く 4321 どつしり構える
4
戦うときの基本の構え (姿勢)は、
力を抜いてすらつと立つ 4321 力を入れてがっちり構える
5
相手の技に対応するときは、
相手の動きを自分に利用する 4321 相手の動きを力強く制する
6
優勢に戦いを進めるには、
状況に応じた多彩な技を出す 4321 絶対的な決め技にこだわりをもつ
59
裏面につづく
付 録
7
あなたが守勢になつている
場合には、
相手の動きをかわす
ような守りをする 4321
相手の動きを跳ね返すような堅い
守りをする
8
自分の動きに引き込むには、
相手に合わせながら
自分の動きに転化する 4321
相手の動きを跳ね返すような堅い
守りをする
9
相手が激しく動きまわる場合には、
相手よりもつと激しく動く 4321 落ち着いてどつしり構える
10
自分が闘志満々のときには、
闘志を表に出す 4321 平静をよそおう
試合が始まる瞬間には、
相手の出方や気配を
読んで攻撃する 4321
相手に関係なく自分の決めた方法
で攻撃する
12
相手の技を防ぐには、
そらしたりかわしたりする 4321 受け止めたり押し返したりする
13
勝負のクライマックスでは、
気迫を前面に押し出す 4321 つとめて冷静になる
14
試合運びのキーポイントは、
相手の動きに瞬時に
反応して動く 4321
相手にかかわらず自分の得意な
動きをする
15
戦術を考えるときには、
どんな相手にも自分の戦術
は変えない 4321 相手によつて戦術は変える
16
相手の激しい攻めに対しては、
勢いに負けないように反撃する 4321
逆らわずに受け流しながら
反撃する
17
相手の堅い守りに対しては、
相手を誘い出す工夫をする 4321 自分のやり方で力強く攻める
18
相手が試合中に戦い方を変えて
きたなら、
自分の決めた戦法をつらぬく 4321 状況に応じて戦法を変える
19
相手がにらみ付けてきたら、
にらみ返す 4321 受け流す
20
守りから攻めに転じる場合は、
相手の動きや力を利用して
反撃する 4321
自分の得意な動きで力強く
反撃する
60
ご協力ありがとうございました。
おわり
